
 



米陸軍第 38防空砲兵旅団長 

ジョーセフ・C・スコット大佐 
 

ジョーセフ・C・スコット大佐は、米空軍「一族の子供」として育ちました
が、米ニューハンプシャー州ハノーヴァー出身です。2000 年(平成 12
年)に予備役将校訓練課程(ROTC)を経て、米陸軍防空砲兵士官とし
て任官しました。米マサチューセッツ州イースト・ウォルポール出身の

エミリー・コープランドと結婚し、オーウェンとジェイミーの 2人の子供に
恵まれております。 

スコット大佐の初の任務は、米テキサス州フォート・ブリスの第 43防空砲兵連隊第 2大隊 E中隊のペ
トリオット小隊長及び戦術統制官として、イラクの自由作戦初期数か月間のクウェート及びイラク遠征

でした。フォート・ブリス在任中には、第 43防空砲兵連隊第 2大隊(ペトリオット)の戦術指揮官、第 6防
空砲兵連隊第 3大隊ペトリオット将校基礎課程メンター及び教官、第 108防空砲兵旅団 3科長補佐を
歴任しております。そして第 7防空砲兵連隊第 1大隊 B中隊長として、フォート・ブリス及び韓国・烏山
空軍基地で勤務しました。 

2 年間一般の教育機関で教育を受けた後、スコット大佐は米陸軍士官学校(米ニューヨーク州ウェスト・

ポイント) 歴史学部で講師、助教として勤務しました。その後米ノースカロライナ州フォート・ブラッグの
第 18 空挺軍団の上級防空及びミサイル防衛運用担当士官として勤務、不朽の自由作戦期間中アフ
ガニスタンに遠征して同地で国際治安支援部隊(ISAF)統合司令部(IJC)で訪問者調整班長の任に就

きました。帰還後は第 18空挺軍団本部及び本部大隊の大隊運用担当士官、副大隊長、そして後方分
遣大隊長として勤務しました。 

その後米オクラホマ州フォート・シルに移り、第 31防空砲兵旅団副旅団長として、そして米陸軍防空砲
兵学校の第 6 防空砲兵連隊第 3 大隊長(同大隊は、米オクラホマ州フォート・シル及びニューメキシコ
州ホワイトサンズ・ミサイル射場に分かれて配置)の任に就きました。大隊長の任を経た後、米ハワイ

州パールハーバー・ヒッカム統合軍基地の第 94 陸軍防空ミサイル防衛コマンド(AAMDC)で、参謀長
補兼ねて第 3部長、そして同参謀長を歴任しました。直近においては米ハワイ州キャンプ H.M. スミス
において、米インド太平洋軍第 8部副部長(要件及び資源担当)の任にありました。 

スコット大佐はダートマス大学・歴史学士号、ヴァージニア大学歴史学修士号、米陸軍戦略大学で戦略

学修士課程を優秀な成績で修了し修士号を得ております。また軍で受けた教育には、防空砲兵士官

基礎課程、防空砲兵大尉育成課程、統合火力課程、米陸軍指揮幕僚大学、米空軍指揮幕僚大学、降

下長課程等があります。受章歴には、上級国防功労賞、青銅星章、国防功績勲章、空挺記章、

基礎宇宙運用章等が、また他国より受けた勲章としては、北大西洋条約機構(NATO)国際治

安支援部隊(ISAF)勲章、ジョージア共和国のヴィニタゼ将軍勲章、独空挺記章(青銅)等があ

ります。 


